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あらまし:将来のネットワークにおいては，ネットワークエレメント上の機能やデータの分散配置が

進む一方，サービス面においては端末の種別や位置等，多岐に渡る条件下でのサービス提供が必要と

され，この時ネットワークでは需要と供給の高度なマッチングが実現されるものと考える.本稿では，
上記の要求条件を満たすための柔軟な情報共有手段やサービス実行環境を提供することが可能となる，

サービス提供プラットフォームのアーキテクチャについて提案する.
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Abstract Distribution of a network element and data progresses in a Next Generation Network (NGN). 
However， service offer under the conditions across which it goes variably is needed. At this time， we think in a 
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1. はじめに

近年の通信事情の特徴をその中に流れるト

ラヒック種別の観点で見ると，これまでの電話

を中心とした音声系トラヒックより 1Pトラ

ヒックを中心としたデータ系トラヒックが多

くなっている.これにはインターネットの普及，

コンテンツを中心とした情報流通サービスの

進展等が要因として挙げられる.また，サービ

ス提供形態という視点で見ると，これまでキャ

リアによって提供されたネットワークサービ

スに加え，インターネット上ではキャリア以外

のサービスプロパイ等によるサービスの提供

が行われつつある.次世代ネットワークにおい

てはこのような第三者によるサービス提供の

形態がさらに進む[11.[21と考えられる.

第三者によるサービス提供を促進するため

には，サービス提供者がより多くのサービスを

創出・開発し提供できるためのサービス提供環

境が必要になるとともに，サービス利用者がよ

り多くのサービスを容易に使えるようになる

サービス利用環境が必要となる.また，こうい

ったビジネスが成立するための機能を持った

ネットワークを提供する必要が生じると考え

られる.しかしサービス提供者が増加し，多

岐にわたるサービスが提供されるようになる

と，サービスの機能やデータは分散配置され，

これらに関する情報の共有が困難になること

や，利用者が利用したいサービスを発見するこ

とが困難になる等の課題が考えられる.

本稿ではこのような状況に対して，次世代ネ

ットワークにおける新たなサービス提供方法

を提案する.具体的には，ネットワーク側では

サービス要求に基づき，要求に見合うサービス

を発見・構成し，提供するといったサービスル

ーティングの概念や，これらを実現するための

アーキテクチャやサービス例について述べる.

2. 既存のサービスモデル

次世代ネットワークにおけるサービス提供方

法を検討するにあたり，既存のサービスモデル

について，キャリアが提供しているサービスと

インターネット上のサービス(Webサービスや

P2Pによるサービス)との比較を表2・1に示す.

表2・1:既存のサービス提供モデル
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分類の観点としては， [1]サービスを提供する

側の視点， [2]サービス利用する側の視点， [3] 

サービスを提供するネットワークの視点で分

類した.

サービス提供の観点において，キャリアによ

るサービスでは全てのノードに同じサービス

を搭載し，一元的に管理されているのに対して，

インターネット上のサービスでは，分散された

サーバや端末上で各々の提供者によってサー

ビスが提供されており，サービス管理等も各々

のプロパイダや利用者によって行われている

といえる.

サービス利用の観点において，キャリアによ

るサービスでは利用条件により別々のサービ

スが存在するのに対して，インターネット上の

サービスでは検索エンジンなどによるサービ

ス検索や Webサービスの場合は携帯や PDA

などからのアクセスといった各種端末からの

利用が可能である.

サービス提供ネットワークの観点において，

キャリアによるサービスでは高い信頼性や品

質が管理されているのに対して，インターネッ

ト上のサービスではサービスが停止する場合

がある.また，キャリアによるサービスでは利

用者が特定できるのに対して，インターネット

上のサービスでは利用者の特定は比較的困難

である.
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3. 次世代ネットワークのサービスモデル

31.次世代ネットワークの基本モデル

次世代ネットワークアーキテクチャの基本

モデルとなるlVISFモデル(3]を図3・1に示す.

図3・1:MSFモデル

MSFモデルにも見られるようにスケーラビ

リティを考慮して分散階層化構造をとる.具体

的には5つのブレーン(アダプテーション，ス

イッチング，コントロールアプリケーション

マネージメント)から構成される.アダプテー

ションプレーンはユーザ端末や他のネットワ

ークエレメントへの物理インタフェースを提

供する.スイッチングプレーンは物理インタフ

ェースが接続されるスイッチングファブリッ

ク自体に相当する.コントロールプレーンはア

ダプテーション，スイッチング両プレーンを標

準プロトコルにより制御する機能を有する.ア

プリケーションプレーンはコントロールプレ

ーン機能を利用したサービスを提供する階層

である.

Parlay(4]や JAIN(S]，に代表されるオープン

API関連標準化グループでは，アプリケーショ

ンプレーンに APIを設けて，サービスアプリ

ケーションがコントロールプレーンの各機能

へアクセスすることを可能にし，ネットワーク

加入者にサービスプロパイダによる多彩なサ

ービスを提供することを狙いとしている.この

ようなオープン API機能を次世代網に導入す

るメリットとして，ネットワークオペレータに

とっては API上のサービスアプリケーション

へのアクセスに対して多様サービスを提供す

るチャンスを得ることができサービスプロパ

イダにとっては低コストでタイムリーな新サ

ービス展開が可能になる他，既にキャリアネッ

トワークに収容される膨大な数の加入者を顧

客にする，という点が挙げられる.逆にエンド

ユーザは API上での様々なアプリケーション

サービスを利用できることになる.

3.2.次世代ネットワークのサービス提供モデ

ル

1章で述べたように，次世代ネットワークに

おいては，キャリアのみならず，インターネッ

ト上のサービス提供のモデルのような『第三者

によるサービス提供の形態』がさらに進むと考

えられる.このような次世代ネットワークにお

けるサービス提供形態の狙いを以下に示す.

[1]サービス提供:サービスの多様化

次世代ネットワークでは，サービス提供者が

より多くのサービスを自由に創出・開発し提供

できるようにならなければならない.そのため

に必要となる条件を以下に示す.

[1・1]ネットワーク制御IFのオープン化

ネットワーク制御IFをオープン化すること

により，第三者が自由にネットワークを制御し，

サービスを提供できるようになる必要がある.

[1・2]サービス提供者の拡大

サービス提供者がより多くなることで多様

なサービスが提供できるようになる必要があ

る.これは，キャリア以外のサービス提供者と

して，サービスプロパイダのみならず，サービ

ス利用者自身もサービス提供者として成り立

つことを考えることで，より多くのサービス提

供者を生み出すことにつながると考えられる.

[1・3]サービスのプラグ&プレイ

サービス提供者により提供されたサービス

は容易にネットワーク追加され，すぐに利用可

能な状態になる必要がある.

[1-4]サービス聞の情報共有

サービス提供者が増加すると，サービスやデ

ータの分散配置が進むと考えられる.従って，

サービス提供者間での情報共有が容易におこ

なえるようになる必要がある.
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[2]サービス利用:利用時の利便性向上

次世代ネットワークでは，多様なサービスが

提供されるようになっても，利用者は利用する

ための条件を意識することなく容易にサービ

スを利用できなければならない.そのために必

要となる条件を以下に示す.

[2・1]サービス検索

多様なサービスが提供されても利用者が利

用したサービスを容易に検索し利用できる必

要がある.

[2-2]サービス利用条件の拡大

利用者の端末種別や位置などの各種条件を

利用者は意識することなく，さまざまな条件下

でもサービスを利用可能となる必要がある.

[3]サービス提供ネットワーク:ビジネスとし

て成立するネットワーク

次世代ネットワークでは，サービスがビジネ

スとして成立するために必要な機能を持ち，サ

ービス提供者，利用者がこれらの機能を利用で

きなければならない.そのために必要となる条

件を以下に示す.

[3・1]信頼性

ネットワークの一部やサービス提供者にな

んらかの障害が生じてもサービスは継続して

提供・利用可能となる必要がある.

[3-2]セキュリティ

サービス提供者やサービス利用者をネット

ワークで認証しその存在を保障できる必要が

ある.

以上の狙いを踏まえて，提案するサービス提

供モデルを図 3・2に示す.

、.繍tlψ-~^将周fJB

図3・2:サービス提供モデル

3ふ実現に向けた課題

前述したサービス提供モデルの実現に向け

た課題を以下に示す.

[A]ネットワーク制御IFのオープン化

[1・1]，[1・2]を実現するために必要と考えられ

る.3.1節で述べたように，次世代ネットワー

クにおいては各種オープン APIが提案されて

おり，ネットワーク制御IFのオープン化を実

現することができると考えられる.しかし，後

述する課題に対するオープン APIについては

今後検討が必要になると考えられる.

[B]サービス管理

[1・2]，[1-3]，[2・2]，[3・1]を実現するために必要

と考えられる.多様なサービスが提供され分散

配置されるようになると，ネットワークでは各

サービスの提供状態やサービスがどこに配置

されているのかといったサービスの管理が必

要になる.

[C]サービスルーティング

[1-4]， [2・1]を実現するために必要と考えられ

る.既存のIPレイヤのルーティングでは，ア

ドレスによってルーティングするが，そのアド

レスで示されるサーバ上で提供されるサービ

スに関する情報は無いため，必要なサービスを

IPアドレスによって発見することはできない.

またURLによるサービス(サーバ)の指定に

おいては，ルーティングの概念がなく， URL 

で指定されるサーバがサービスを提供してい

なければ，サービスは提供できない.

サービスが第三者によって提供されるよう

になると，バリエーションや絶対的な数が増加

するため，このようなアドレスやURLで指定

する形式に代表されるサービス選択方法では，

柔軟なサービス提供は困難である.従って，ユ

ーザはサービスの要求する条件をネットワー

クに対して送信し，ネットワーク側では最適な

アプリケーションを持つサーバに対して要求

をルーテイングすることで，サービスを発見し，

サービスを提供する方式を取る必要がある.

[D]サービス提供者・利用者の認証
[1・21，[1-3]， [3・2]を実現するために必要と考
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えられる.サービス提供者，サービス利用者を

ネットワークにて認証することで，信頼された

サービス提供・利用が行える.サービス提供者

の認証においてはParlavのFrameWork機能，

サービス利用者においては各プロトコルの認

証シーケンスによって実現可能と考えられる

が，それらの情報が分散配置されたサーバにと

っても有効となりネットワーク全体でのセキ

ュリティが保たれている必要がある.

[E]サービス要求条件・提供条件の定義

[2・1]，[2引を実現するために必要と考えられ

る.既存のWebサービス等では，URLやXML

によって，要求するサービスの一部を定義して

いたが，動的に決定される条件については考慮、

されていない.従って，これに利用者が要求す

る端末の条件や提供するサーバの状態に関す

る条件等の，動的に決定される情報等を定義す

ることで，課題[C]におけるサービス発見がよ
り高度に実現できるようになる必要がある.

[F]サービスの継続的な提供

[3・1]を実現するために必要と考えられる.

サービス提供者がなんらかの障害によってサ

ービス提供を継続できなくなった場合等に，代

替のサービス提供者にルーティングすること

で継続してサービスを提供できる必要がある.

4. アーキテクチャ

これまでに述べた要求条件等を踏まえ，サー

ビス提供モデルを実現するためのアーキテク

チャとサービスルーティングの概念について，

図4・1に示す.

論
サ・・ピス鍵防署

パケットに乗せられた相手先を示すIPアドレ

スに基づき，ルータによってルーティングされ，

相手先にパケットが到達することで，処理が実

施されていた.本稿で述べるサービスルーティ

ングとは，このようなルーティングの概念をサ

ービスのレイヤに対して適用したものである.

ユーザからの要求は，端末の仕様といった情

報や，要求するサービスに関する情報を表した，

サービス要求という形でネットワーク側に送

信される.この要求はa情報の内容に基づ、いてル

ーティングされ，ネットワーク内に分散するサ

ービス構成要素に到達する.つまりネットワー

クでは，ネットワーク内に分散するサービス構

成要素とユーザからの要求を関連付ける機能

を提供するものであり，サービスルーティング

とはユーザからの情報を元に，サービス提供の

ための機能構成要素を発見し，サービス要求を

サービス提供者に到達させる動作を指す.

この時，サービスルーティングにおいて，自

サーバにて提供されているサービスに対して

要求をルーティングするだけでなく，自サーバ

に要求されたサービスが提供されていない場

合に，他サーバに対して，サービス要求をルー

ティングする機能を持つ必要がある.また，単

一のサービス提供者にルーティングするだけ

でなく，サービス要求を実現するために複数の

サービスを利用しなければならない場合，複数

のサービスを 1つにまとめてサービス利用者

に提供する機能を持つ.

また，同様のサービスが複数見つかった場合

には，より負荷の低いサーバに対してサービス

要求をルーティングしたり，サービスが途中で

停止したりする場合に再ルーティングを行う

ことで，サービスを継続して提供できるように

する機能を持つ必要がある.

ネットワークでは，ネットワーク上に存在す

るサービス利用者の要求をルーテイングする

ために必要な情報を保持する必要がある.以下

に必要となる情報を示す.

河川盲 目サービスアトリビュート:サービス提供条件

図4-1:アーキテクチヤ (Staticに決められるもの)

既存の IPレイヤにおけるルーティングでは，
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-提供機能:提供可能なサービス機能の一覧

(例:ストリーミング，音声通信)

・提供条件:サービスを提供するにあたり，必

要な条件(最低条件~最大条件，必須条件，オ

プション条件等) (例:画面サイズ，必須・オ

プションデバイス，必要最低帯域・・)など.

・サービスステータス:サービスの提供条件

(Dynamicに決められるもの)

-提供状況:サービスを提供することが可能な

状態にあるかどうか. (例:サービス提供中|

停止中 10月O日O時より提供・・・
-サーバ状況:サービス提供可能数(例:最大

100セッション提供可/現在50セッション提

供中・.)，負荷状況など.

このようにサービスルーティングの概念を

もったアーキテクチャを導入することで， 3.3 

節に述べた課題を解決できるため， 3.2節で述

べた次世代ネットワークにおけるサービス提

供モデルを実現することが可能となる.

s. サービス例
4章に述べた機能を利用することで実現可

能となるサービス例を図 5-1に示す.

携帯電話を利用しているユーザA とPCを

利用しているユーザ Bがそれぞれ会議サービ

スの利用を要求したとする.サービス提供者は

携帯電話向け， PC向けの会議サービスがそれ

ぞれ登録されており，それぞれサービス提供に

必要な条件(端末種別や，必要なデバイス，最

低限必要な帯域等〉を登録しているものとする.

例えばユーザAから要求されたとき，ユーザA

を収容しているサーバが，要求されたサービス

を提供していなかった場合，サーバは検索機能

を利用して，サービスを提供しているサーバを

検索する.携帯電話向けの会議サービスを提供

しているサーバを発見し，そのサーバに対して

ユーザからの要求を転送するとともに，ユーザ

Aの情報を共有可能とする.サービスを搭載し

ているサーバはユーザ Aの要求と共有された

情報に基づいて，ユーザ Aに対して会議サー

ビスの提供を開始する.同様に端末種別が異な

る.このように，多様なサービスが提供されて

いた場合でもユーザの利用状況に応じて，サー

ビス要求をルーティングし，該当サービスを提

供することができる.

図5・1:サービス例

6. おわりに

次世代ネットワークにおけるサービス提供

方法を検討するにあたり，要求条件を整理する

とともに，サービス提供モデルの提案および，

これらを実現するためのソフトウェアアーキ

テクチャ，サービス例について述べた.今後の

課題としては.サービス制御機能におけるサー

ビス管理方式やサービスルーティングアルゴ

リズムの検討を行う必要がある.
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